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はじめに 

皆さんは、センターの訓練で様々な道具を活用し、また環境を整える

ことで排泄動作を獲得されました。動作が自立することで、介助を受け

ることによる「時間の制約」がなくなり自分のペースで過ごすことが可

能となります。  

しかし、体力の低下や疾病などの理由によって、センターで獲得した

動作ができなくなることが起こり得ます。そのような場合には、一部の

やり方や自助具等の工夫をすることで、獲得していた動作を継続して行

うことができる場合もあります。  

ここでは、各種排泄動作方法と一旦獲得したそれら排泄動作が困難と

なった場合の対処方法を紹介します。ただし、排尿方法は身体の状態や

生活形態なども考慮することが重要ですので泌尿器科医師に相談してく

ださい。なお、介助を要する場合は、別分冊の「在宅での排便管理」及

び、「在宅での排尿管理」を参照してください。  

 

Ⅰ 自分で行う排尿動作  

 

１．排尿方法の種類  

センターで排尿動作訓練を行って獲得した方法には、（ 1）自己導尿

による排尿、（２）蓄尿袋を使った排尿（経尿道留置カテーテル、膀胱

瘻）があります。 

なお、センターでは過去に、コンドーム型収尿器と蓄尿袋を使用し

ての排尿管理も行なっていましたが、動作時に外れやすかったり皮膚

障害を起こしやすいなどの理由で、現在ではほとんど行なわれていま

せん。また、常時オムツを着用しての排泄も皮膚障害を起こしやすい

などの理由で、勧めていません。  

 

（１）自己導尿による排尿管理  

 「自己導尿」とは、自分自身でカテーテルを膀胱に挿入して

一定の時間ごとに尿を排出する方法です。  

 

①自己導尿のメリット 

ア． 定期的に尿を排出させることで残尿をなくし、細菌感

染による炎症や膀胱結石の予防につながります。  
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イ． 膀胱内圧を低く保つことにより、膀胱炎や腎盂腎炎の

予防につながります。  

 

②自己導尿の注意点 

ア． カテーテル管理では、定期的に泌尿器科を受診する必要

があります。カテーテルのケースには、そこで指示を受け

た消毒液を入れ、使用後は必ず水洗いした上でケースに戻

してください。その他、医師より指示・指導されたことを

守ってください。  

イ． 自分の適正な尿量を把握し、定期的に導尿してくださ

い。尿を溜めすぎると自律神経過反射（血圧上昇など）や

尿失禁につながります。尿が細菌に感染すると膀胱炎や腎

盂腎炎につながり、尿漏れや発熱を起こしやすくなりま

す。尿の濁りや悪臭はその兆候が疑われますので、まずは

水分を多めに摂り、 2～3 時間ごとに早めの導尿を心がけて

ください。また、早期に泌尿器科への受診を行ってくださ

い。  

ウ． ケース内の消毒液は、最低でも週 1 回は交換しましょ

う。  

エ．  利尿効果のある飲料（お茶類やコーヒー、ビールなど）

を飲んだときは、早めの導尿を心がけましょう。  
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（２）蓄尿袋を使った排尿管理  

蓄尿袋を使った排尿管理とは、失禁性の排尿がある方や膀胱

瘻、尿道にカテーテルを留置されている方が蓄尿袋に尿を排出

する方法です。  

自己導尿で排尿管理を行っている方も、外出時に導尿を行え

る環境がない場合や長時間の移動時には、一時的に経尿道留置

カテーテルと蓄尿袋を使用して排尿管理を行うほうが便利な

ことがあります。また、自己導尿で排尿管理を行っている方で

も夜間のみ経尿道留置カテーテルを使用している方もいます。

なお、経尿道留置カテーテルは、泌尿器科で処方されます。  

 

①蓄尿袋を使った排尿管理のメリット 

ア．  蓄尿量の多い蓄尿袋を使用することで、頻繁に尿を捨

てずに排尿管理が行えます。  

イ．  自分の尿量が確認しやすくなります。  

ウ．  自己導尿動作が難しい場合でも、自分で排尿管理がで

きます。 

エ．  膀胱内に尿が溜まりすぎて自律神経過反射（血圧上昇

など）を起こす場合や、尿失禁しやすい方には有効な方

法です。  

 

②蓄尿袋を使った排尿管理の注意点  

ア．  コンドーム型尿集器は使用時に外れることがあります

ので尿漏れを防ぐために取り付け状況の確認を行ってく

ださい。  

イ．  蓄尿袋内に尿を溜めすぎることや管が曲がった状態に

なると、尿道口から尿が漏れたり、自律神経過反射が起

こったり、膀胱から腎臓へ尿が逆流する膀胱尿管逆流に

より腎盂腎炎などを引き起こすことがありますので、蓄

尿袋内の尿はこまめにチェックして、管の曲がりがない

ようにしましょう。  

ウ．  蓄尿袋内に細菌が増殖すると、膀胱炎や腎盂腎炎にな

り尿漏れや発熱しやすくなります。尿の濁りや悪臭はそ

の兆候が疑われますので、まずは水分を多めに摂り、早
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期に泌尿器科への受診を行ってください。  

エ．  蓄尿袋は、定期的に洗浄し適切な衛生管理に努めてく

ださい。管や袋の汚染が著しい場合は早期の交換を行っ

てください。  

オ． 利尿効果のある飲料（お茶類やコーヒー、ビールなど）

を飲んだときは、普段より尿量が多くなりますので早め

に蓄尿袋内の尿量を確認しましょう。  
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※改良したループ部分に指をかけてキャップの開閉を行います。  

 

 

２．排尿方法  

（１）自己導尿  

自己導尿は、男性と女性では方法が異なるので別々に説明

します。  

 

①男性の自己導尿  

Zancolli の分類 C5A レベル以下で手指の麻痺や筋力低下

があり、つまみ動作（物をつまむ動作）が困難な方でも、動

作の工夫や排尿に用いるカテーテル・ズボンなどに改良を加

えることで一連の手技が可能となります。また、自己導尿が

可能な方でも、移乗動作能力の違いから、洋式トイレ・車椅

子上・ベッド上など、それぞれに適した場所を選択して行う

ことが大切です。ここでは、多く使用される車椅子上とベッ

ド上の自己導尿などについて説明します。  

 

ア．男性の自己導尿時に使うもの  

※自己導尿に必要な物品を準備し、ひとまとめにしておくと便利です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ゴミ箱  

タオル  

手 指 消 毒

液 

ウェットティッシュ  尿器  

尿とりパット  

男性用カテーテル  男性用カテーテル  
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※延長部分をカテーテルに接続して汚物流しに入れることで直接排尿できます。  

※洗浄する際は、外して延長部もしっかり洗いましょう。  

使用例  使用例  
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イ．ズボンと下着の改良  

前面にファスナーが付いていないズボンや下着を補正

し、改良しておくと自己導尿動作がスムーズに行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※衣類の改良は最寄りの補正業者にお尋ねください。なお、補正をする

場所などはきちんと細かく伝えましょう。  

 
 

ファスナー ファスナー  

 
 

ループ  ループ  

 
 

マ ジ ッ ク テ ー プ
マ ジ ッ ク テ ー プ

ジャージの前方にファスナー

を付け、前開きになるように改

良すれば、ズボンを脱がなくて

も陰部を出すことができます。  

 

ファスナーに紐などでループ

を付ければ指に障害があって

もファスナーの開け閉めがで

きます。  

パンツの前方にマジックテ

ープを付け、前開きになるよ

うに改良すれば、パンツを脱

がなくても陰部を出すことが

できます。  
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ウ．車椅子上での自己導尿  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 尿器を膝部分に挟みこみ、

ズボンのファスナーを開け、

陰部を出して尿道口が上を向

くように配置させます。  

※膝固定ベルトを使用する

と、尿器を固定しやすくな

ります。  

 

② 陰茎を上に向けカテーテル

を挿入し、キャップを開けて

尿を出します。尿を出し終え

たら、キャップを閉めてゆっ

くりとカテーテルを抜きま

す。 

 

③ 抜いたカテーテルを尿器の

中へ入れて、尿器を尿器台の

上に置きます。  
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エ．ベッド上での自己導尿   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ベッドのギャッヂをあげた

まま長座位姿勢を取りズボン

のファスナーを開け、陰部を

出し、尿道口が上を向くよう

に配置させます。  

 

② 尿器を股の間にセットして

カテーテルを挿入し、キャッ

プを開けて尿を出します。尿

を出し終えたら、キャップを

閉めてゆっくりとカテーテル

を抜きます。  

 

③ 抜いたカテーテルを尿器の

中へ入れて、尿器を尿器台の

上に置きます。  
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オ．尿器とカテーテルの洗浄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 膝の上にカテーテルを入れ

たままの尿器を置き、洗い場

まで持っていきます。流水で

カテーテルの内と外を 5 秒以

上洗い流し、ケースもしくは

膝の上のタオル上など衛生的

な場所に収納します。  

 

 

② 洋式便器や汚物流しなどに

尿を捨て、 3～5 回程度尿器

をすすぎます。  

 

 

③ カテーテルと尿器を元の位

置に戻します。カテーテルは

ケースの中に収納します。  
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カ．自己導尿のポイント  

（ア）カテーテルを挿入する  

図１の様に陰茎を上に向けて行います。図２の様

に尿道が曲がっていると、カテーテルが挿入しにく

くなるとともに、尿道を傷つけ感染症などの合併症

が起こりやすくなりますので気をつけてください。 

 

 

（イ）カテーテルを抜く  

カテーテルを抜くときは、「ゆっくりと、少し抜

いては止めて」を繰り返しながら尿の流れが止ま

るのを確認します。カテーテルをゆっくり抜くこ

とで、膀胱内の尿を完全に排出することができま

すが、早く抜いてしまうと膀胱内の尿は完全に排

出することができない場合があります。また、カ

テーテルの蓋を閉めるか穴を指でふさぎながら抜

くようにしてください。そのまま抜くと、カテー

テル内の尿が外にこぼれる場合があります。抜い

たカテーテルは尿器に入れ、尿捨てに向かいます。 

 

（ウ）尿器とカテーテルの洗浄  

一回の導尿ごとに尿器とカテーテルを洗いまし

ょう。十分に洗浄しないと菌の繁殖や器具に汚れ

がこびりつく原因になります。しっかりと洗浄し、

清潔を心がけてください。  

図２  図１  
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②女性の自己導尿  

女性は、体の構造上、男性に比べ尿道口が見えにくい特徴を

持っています。そのため、尿道口を見やすくするために必要な

姿勢が男性と異なります。陰部の確認を目で直接行うことが難

しく、尿道や手指の感覚・動きが重要になってきます。このた

め、女性は、男性よりも、自己導尿手技を獲得することが難し

くなります。したがって、女性の自己導尿手技は、C6 レベルで

一部、C7 レベルで概ね可能となり、洋式トイレに移乗して自己

導尿が可能となる方もいますが主にベッド上と車椅子上で自

己導尿を行なっています。  

 

ア．女性の自己導尿時に使うもの  

※自己導尿に必要な物品を準備し、ひとまとめにしておくと便利です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※カテーテルのループの改良は男性（P５）と同様です。 

鏡  

尿器 /尿とりパット  手指消毒 

 

ゴミ箱  

 

ウェットティッシュ  

女性用カテーテル  
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イ．ズボンと下着の改良→ロングスカート  

ズボンの脱ぎ着が難しい場合、以前はズボンの股の

下に横方向にファスナーをつける補正していました

が、現在はロングスカートなどを履くことが多くなっ

ています。動作と改良の手間が減り、見た目のおしゃ

れもできるなどの理由で増えています。また、下着は

前開きパンツ（産褥パンツなど）のように、前が開く

よう改良を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ファスナー付ズボン 

 

前開きパンツ 

  

ロングスカート 

 

 
 

ロングスカート使用時  
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ウ．ベッド上での自己導尿  

女性のベッド上での自己導尿は、C6 レベルの方で一部、

C7 レベルで概ね可能となります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

①開排位を取り、尿道口が見える

位置に尿とりパッドをセットし

ます。  

 

②外尿道口を確認し、カテーテル

を挿入します。キャップを開け

て尿を出します。尿を出し終え

たら、キャップを閉めてゆっく

りとカテーテルを抜きます。抜

いたカテーテルは尿器などに入

れて、使用した道具は尿器台の

上に置きます。  
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（２）  蓄尿袋を使った排尿管理（男女共通） 

センターでは、泌尿器科医による膀胱検査及び機能面の評価

の結果やご本人の希望などにより、自己導尿ではなく膀胱瘻や

経尿道留置カテーテルで排尿管理することが適当と判断された

方が、カテーテルと蓄尿袋を使い排尿管理をしています。  

 

①道具の工夫  

蓄尿袋の管理として、尿捨て動作（後述）を自分で行います。

尿捨て動作を行うための準備としての工夫を紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会生活の場面では、蓄尿袋が外から見えないように日中はズボンな

どの下衣の中に収まるサイズの蓄尿袋の着用を提案しています。ズボン

にファスナーを取り付けて蓄尿袋の取り出しや尿捨てがしやすいように

しています。  

 

 

 

 

 

 

蓄尿袋の工夫  

ズボンの工夫  

蓄 尿 袋 に 予 め

開いている穴に

紐を取り付けま

す。 

こ の 紐 を 利 用

して袋の取り出

しや尿捨てを行

います。  

ストッパーに穴をあ

けてループを取り付け

ます。  

捨てる側の太ももにファス

ナーを取り付けます。  

 ファスナーにループ

を取り付けます。  

蓄尿袋の工夫  

ズボンの工夫  
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②蓄尿袋の尿捨て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 尿を捨てる場所（汚物流

しや洋式便器）に寄り付き、

膝上のファスナーを開けて蓄

尿袋を取り出します。 

 

 

② 尿をこぼさないように蓄尿袋の

ストッパーをあけて尿を捨ます。 

 

 

③ 尿を出し終わったら、スト

ッパーを閉め、蓄尿袋を折り

たたみ、ズボンの中に収納し

ファスナーを閉めます。  

※収納する際は、管が折れ曲

がらない様に注意しましょ

う。 
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Ⅱ 自分で行う排便動作  

 

１．排便方法の種類  

排便動作は、障害の程度や住宅の環境によって左右されます。排便

場所は、大きく分けて手すり付き洋式トイレ・高床式トイレ・トイレ

チェアなどがあります。  

 

（１）排便時の注意点  

①   排便の管理は、自分で行う動作だけではなく、下剤や食

生活などの要因が大きく関わります。頓服薬の服用や座薬

の使用は、医師の指示・指導を守ってください。  

②   どの排便動作方法においても転倒や転落、褥瘡には十分

に注意し、事故や怪我のないように動作方法を選択してく

ださい。便座上での褥瘡の発生が多いので、褥瘡予防便座

などを使用することで予防ができます。  

 

２．トイレ環境  

機能状態によって、排便を行う場所が異なります。  

（１）トイレの種類  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手すり付き洋式トイレ（詳細後述）  

洋式トイレでの排便では、車椅子から便座へ

の移動や便座上もしくは車椅子上でのズボン

の着脱が可能であれば使用できます。  

高床式トイレ（詳細後述）  

高床式トイレでの排便は、長座位での移動や

ズボンの着脱が可能であれば使用できます。  

トイレチェア（詳細後述）  

トイレチェアでの排便は、洋式及び高床式ト

イレを使用することが困難な場合でも、車椅子

上での座位保持が可能であれば使用できます。 
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※座薬挿入器に関する質問はセンターまでお問い合わせください。  

 

※清拭具に関する質問はセンターまでお問い合わせください。  

 

（２）排便時に使うもの  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座薬を挿入する際、つまめないことを補うために座薬挿入機を使っ

て行います。形は使用する人に合わせて作製していますが、大きく分

けて長い型と短い型があります。環境や動作によって使い分けます。  

 

 

排便後、おしりを拭くために肛門部まで手がとどかないことやトイ

レットペーパーをつまめないことを補うために清拭具を使って清拭

を行います。  

 

 

清拭具  

座薬挿入器  座薬挿入器  

清拭具  
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３．排便動作方法  

（１）洋式トイレ  

   側方移乗が可能な C7 レベル以下の方が主に行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① 側方移乗で車椅子から便器

に乗り移ります。  

 

② 転倒や転落に気をつけながら、

手すりに寄りかかり、便座上でズ

ボンを脱ぎます。 

 

③ 座薬を乗せた座薬挿入器を

股の間から差し入れ、座薬を

挿入します。  

 

④ 排便後は座薬挿入時の方法

と同様に清拭具を用いて清拭

をします。  

排便後、便座上でズボンを

穿いて、車椅子へと戻りま

す。 

 

 
 



- 20 - 

 

（２）高床式トイレ  

前方移乗が可能な C6 レベルの方が主に行っています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※肘立ちで座薬挿入する際は短い型、便座に座った姿勢では長い型の

座薬挿入器を使用します。  

  

① 車椅子から高床式トイレの

上に移乗します。  

②  左右におしりを浮かせなが

らズボンを脱ぎます。横向きに

倒れて起き上がれないことも

ありますので、姿勢を崩さない

よう注意してください。  

③ 座薬挿入器に座薬を乗せ、

鏡で肛門を確認しながら座薬

を挿入します。ここでも、肘

立ち姿勢の時に姿勢を崩さな

いよう注意してください。  

④ 排便後は、座薬挿入時と同

様に、肘立ち姿勢で清拭具を

使用して清拭を行います。排

便後はズボンを穿いて、車椅

子へと戻ります。 
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※ベッドからトイレチェアに乗り降りする際は、ズボンを脱いで臀

部が露出しているため、擦過傷などに気をつけて移乗動作を行っ

てください。  

（３）トイレチェア  

長座位での姿勢や洋式便座での座位が困難な方や、ご自宅に高

床環境を設置できない方が使用する方法です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ベッド上でズボンなど

の下衣を脱いだ後に自走

式のトイレチェアに乗り

移り、便器まで移動しま

す。  

 

② 座薬を乗せた座薬挿入

器を股の間から差し入

れ、座薬を挿入します。  

 

③   排便後は、座薬挿入

時と同様に清拭具を用

いて清拭を行います。  

清拭後は、再度ベッ

ドに戻ってズボンを穿

きます。  
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４．排便動作で困った時  

センターで獲得した排便動作が、体力の低下や関節可動域の制限に

よってできなくなる場合があります。  

 

（１）できなくなる原因  

①関節可動域の制限  

拘縮や痙性、異所性骨化により股関節や膝関節に可動域制限が

起こり、排便に必要な姿勢が保持できなくなる場合です。   

②筋力の低下  

日常的に訓練がなくなることで筋力が低下してしまい、それま

で行っていた動作ができなくなる場合です。 

 

（２）できなくなった場合の対処方法  

排便時に必要な姿勢が取れないことや筋力の低下によって必要

な動作が行えなくなったときには、環境や道具を変えることで再

び動作が可能になる場合もあります。問題点とそれぞれの解決方

法を紹介します。  
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＜洋式トイレ＞    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ベンチ式台の設置  ベンチ式台の設置  

 

A1  

ベンチ式台を設置することで、台の上に手をつくことができ排便

動作時の姿勢の安定を保つことができます。また、移乗動作の際も

安全性が高くなります。  

 

 

Q1 側方移乗ができない。動作が不安定になってきた。  
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＊頭部支持枕に関する質問はセンターまでお問い合わせください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高床式トイレ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Q2 座薬挿入の時に両膝が開きづらい。  

 

 
A2  

下肢開脚具の使用により解決する場合があります。これを使用す

ることで膝が閉じてしまうことを防いでくれますので、座薬挿入な

どの動作が行いやすくなります。  

下肢開脚具  下肢開脚具  

 
Q3 肘立ち姿勢がうまく保持できなくなってきた。  

   前倒れから起き上がりがしづらくなってきた。  

頭部支持枕 頭部支持枕  

A3  

頭部支持枕の使用により解決する場合があります。頭部支持枕を

使用して上体を支えることで、通常の前屈位より楽に体を起こすこ

とができます。  



- 25 - 

 

排便用カメラは、小型カメラとライトをセットで防水加工し、便器の中にセット

します。そして液晶モニターに映し出し、肛門部を見ながら座薬挿入や清拭を

行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座薬挿入機の変更  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

排便用カメラ装置の導入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿入器の変更  

挿入方法の変更  

 Q4 座薬の挿入がうまくできなくなってきた。  

A4  

肘立ちが難しくなり、短い型での座薬挿入器の使用できなくなっ

てきた場合は、長い型に変更して座った姿勢で座薬を挿入する方法

があります。その際は、肛門部を見ながら座薬挿入や清拭を行うこ

とができる排便用カメラの導入も有効です。  

 

排便用カメラ装置  排便用カメラ装置  
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Ⅲ 自分で行う失禁処理動作  

１．失禁処理  

車椅子上で尿や便を失禁し、長時間放置しておくとアルカリ性であ

る排泄物が弱酸性の皮膚を傷つけてしまい、褥瘡などのトラブルを引

き起こす原因になります。そのため、失禁した場合は速やかに処理す

る必要があります。また、残便の可能性もありますので、失禁をした

場合は、慌てずに失禁処理のできる準備をしてからトイレに入り、残

便の排出や失禁処理を行います。  

 失禁処理の方法は自宅でも外出先でも同様です。今回は自宅での失

禁処理方法を紹介します。  

 

（１）失禁処理の注意点  

①  失禁処理動作は他の排便、排尿動作と比較して時間もかかり

非常に難易度が高い動作です。必要に応じては、介助を依頼する

などしてスムーズに処理することも心がけましょう。  

※すでに褥瘡がある場合は、早期に介助を依頼しましょう。  

②  処理後は皮膚の荒れや発赤等の確認を行い、皮膚状態が悪化

していれば皮膚科に受診して医師の指示に従いましょう。また、

皮膚状態が良い場合でも他動作時に褥瘡を発生させるリスクが

ありますので、移乗動作などに留意し、就寝時などに再度臀部を

確認してください。  

③ 清潔を保持するために、処理後はお風呂で体を洗いましょう。 

 

（２）失禁処理に使うもの  

失禁処理に必要な物品を準備し、ひとまとめにしておくと便利

です。  

 

 

 

 

 

 

 

 
替えの車椅子  

クッション  

着替え  

排便セット  

新聞紙  

ウェットティッシュ  
平オムツ  

ビニール袋  



- 27 - 

 

２．失禁処理方法  

（１）洋式トイレでの失禁処理   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※道具は、動作時に手の届く場

所に置いておきましょう。  

① 床に新聞紙を敷き詰め、

車椅子から便座上に移乗

し、足に汚物が付かないよ

うに留意しながら汚れたズ

ボンなどを脱ぎます。大腿

部ぐらいまで脱ぎ、パンツ

に付いた汚物上に新聞紙や

平オムツを被せて足部まで

下ろすと、大腿部が汚れに

くくなります。  

 

② 体や便座などについた尿

や便をトイレットペーパー

やウェットティッシュでふ

き取ります。  

 

③ 汚れたものはビニール袋

に入れます。ウェットティ

ッシュを使用する場合、ト

イレには流せないのでビニ

ール袋に入れておきます。  

 

④ 残便を排泄します。排泄

後は着替えて、交換した車

椅子クッション上に平オム

ツを敷いて車椅子に移乗し

ます。汚れたズボンなどは

汚物を洗い流すなどして取

り除いた後に洗濯しましょ

う。 
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（２）高床式トイレでの失禁処理  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 移乗する前に高床上に

平オムツもしくは新聞紙

を敷き、汚物で床面を汚

染しないように平オムツ

などを引きずりながら移

乗します。  

 

② 汚染を少なくするため

に、殿部の下に平オムツ

を二枚以上敷きます。  

平オムツ上で足に汚物が

付かないように留意しなが

ら汚れたズボンなどを脱ぎ

ます。  

 

③  汚れたものはビニール

袋に入れます。ウェットテ

ィッシュを使用する場合、

トイレには流せないので

ビニール袋に入れておき

ます。  

 

④ 残便を排泄します。排

泄後は着替えて、交換し

た車椅子クッション上に

平オムツを敷いて車椅子

に移乗します。汚れたズ

ボンなどは汚物を洗い流

すなどして取り除いた後

に洗濯しましょう。  
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（３）トイレチェアでの失禁処理  

洋式や高床式トイレを使用できない方がトイレチェアを使用す

る場合が多いです。その為、失禁処理の場所は更衣動作と同様に

ベッド上での処理となりますが、動作の難易度やスペースが狭い

ことによりベッドを汚染してしまう可能性が非常に高いです。そ

のため、トイレチェアを使用している方が失禁した場合は介助者

に依頼しましょう。  
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◆用語の解説 

用語 解説 

１）開排位
か い は い い

 
股関節を外転、外旋位を取った姿勢であり、またを

大きく開いた状態です。  

２）産褥
さんじょく

パンツ  
妊婦さんが着用するパンツで、股の部分がマジッ

クテープで開閉するようになっています。  

 

◆自助具の問い合わせ先  

商品 会社名  連絡先  

カテーテル  DIB インターナシ

ョナル  

 

TEL：03-5684-5684 

住所：東京都文京区小石川１

－４－１  住友不動産後楽

園ビル  

ウロチューブ  

膝ベルト   

 

有薗義肢製作所  

TEL:097-533-1010 

住所：大分県大分市王子町７

丁目 7-1NIKKO ビル１F 座薬
ざ や く

挿入器
そうにゅうき

 

開脚器
かいきゃくき

 

排便用カメラ  ㈱トクソー技研  TEL：0978-33-5595 

住所：大分県宇佐市大根川３

１８ 

ベンチ式台  矢崎化工  TEL：054-281-0111 

住所：静岡県静岡市駿河区小

鹿 2-24-1 
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